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○ 教　科　書

○ 参　考　書

適宜、指示する。

小テスト（約3割）、実習レポート（約3割）、グループ課題（約3割）の結果をもとに、小レポートの内容（約1割）を加味し、総合的に判断す
る。

100点満点換算で、A、B、C、D、Fの5段階評価とする。

とくに指定しない

人間関係論

担当責任者　講師（人間関係論）　種田　博之

【Human Relations】

 私たちは、日々の生活のなかで、ごく自然に他者と何らかの関係をもち、コミュニケーションをはかっています。そして、そのことをことさら

意識することはありません。また、他者との適切な関係が取ることのできない人、例えば「ストーカー」や「キレる人」などに対して、「変わり

者」というレッテルを貼ってしまいがちです。しかし、他者と関係を結ぶことができるということはあたりまえのことで、「ストーカー」などのよう

な人たちは本当に「変わり者」なのでしょうか？　私たちは他者とどのようにして関係をつくってきているのでしょうか？　その関係はどのよ

うな「関係」なのでしょうか？　その関係のなかで、「私」はどのような行為をしてきているのでしょうか？　あるいは、どのような時に、他者と

意思疎通が取れていると私たちは感じるのでしょうか？　他者と分かり合えた時、うれしかったり、楽しいと感じたりするのはなぜなのでしょ

うか？　逆に、分かり合えなかった時、怒りや悲しみを感じるのはなぜなのでしょうか？　この講義は、上記の問いなどに応えるかたちで、

人間関係ないしコミュニケーションの仕組み・成り立ちについて、具体例を通して、解説していきます。

人間の「行為」について説明できる。(Ⅱ‐4，Ⅵ‐1）

自己がいかにして「自己」となるのかについて説明できる。(Ⅱ‐4，Ⅵ‐1）

自己と他者との関係―人間関係がどのようにして成り立っているのかについて説明できる。(Ⅱ‐4，Ⅵ‐1，Ⅵ‐3，Ⅵ‐5）

コミュニケーションの仕組みと成り立ちについて説明できる。(Ⅱ‐4，Ⅵ‐1）

参考文献リストに挙示した文献を事前に予習しておくこと。

配布された資料を熟読して講義内容の復習をすること。実習ならびにグループ課題においては各レポートを作成すること。

　　 講義：２２０１講義室

第１層 第２層 第３層 第４層

年月日 曜日 時限 授　　　業　　　項　　　目　　（　内　　容　）
コアカリ項目

担　　当　　者

9.24 水 1 発達心理学（発達、愛着） GE 03 01 01-03 真船　　浩介

9.24 水 2 人格心理学（特性と類型）
GE
GE
CM

01
04
02

05
02
03

01
01
02

真船　　浩介

10. 1 水 1 学習心理学１（学習理論） GE 01 05 01,02 真船　　浩介

10. 1 水 2 学習心理学２（行動科学） GE 01 05 01 真船　　浩介

10. 8 水 1 臨床心理学１（来談者中心療法、積極的傾聴）

GE
GE
GE
CM

01
01
04
02

05
03
02
03

02
01
01
02

真船　　浩介

10. 8 水 2 臨床心理学２（交流分析）
GE
CM

04
01

02
01

01
01,02,04

真船　　浩介

10.15 水 1 臨床心理学３（認知行動療法） GE
01
04

05
02

02
01

真船　　浩介

10.15 水 2 臨床心理学４（応用行動分析） GE
01
04

05
02

02
01

真船　　浩介

10.22 水 1 前半復習テスト・解説 真船　　浩介

10.22 水 2 社会心理学１（社会的スキル）
CM

IP

01

02

01

02

01,02,
04,05

02
真船　　浩介

10.29 水 1 社会心理学２（社会的支援、向社会的行動） PR 02 01 01,02 真船　　浩介

10.29 水 2 健康心理学１（ストレス科学）
GE
CM

01
03

05
01

01
01,02

真船　　浩介

11. 5 水 1 健康心理学２（ストレスマネジメント） GE
01
04

05
01

01
01,05-07

真船　　浩介

11. 5 水 2 産業・組織心理学１（動機づけ）
GE
CM
CM

01
02
03

05
03
02

01
04
02

真船　　浩介

11.12 水 1 産業・組織心理学２（キャリア）
GE
LL

01
01

02
02

02
01,02

真船　　浩介

11.12 水 2 産業保健心理学１（構成概念を用いた疫学研究）
GE
RE

01
01

04
02

02
01,02

井上　　彰臣

11.19 水 1 産業保健心理学２（産業精神保健）
SO
CM

01
03

04
01

01-03
01

江口　　　尚

11.19 水 2 産業保健心理学３（セルフケア支援）
GE
GE

01
04

03
01

02
01,02,
05-07

日野　亜弥子

12.10 水 1 産業保健心理学４（行動経済学・ナッジ）
GE
SO

01
06

05
01

03
02,03

江口　　　尚

12.10 水 2 産業保健心理学５（多様性への配慮）

CM
SO
SO
SO

02
04
04
06

01
01
02
01

01
02
01
03

日野　亜弥子

12.17 水 1 産業保健心理学６（集団へのアプローチ）

IP
CM
CM
GE

02
02
03
04

04
02
02
01

01
01
01

05,07

真船　　浩介

12.17 水 2 産業保健心理学７（多職種連携、心理職の役割） IP 01 02 01 真船　　浩介

R8. 1. 7 水 1 後半復習テスト・解説 真船　　浩介

1. 7 水 2 まとめ PR 01 01 01,02 真船　　浩介
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哲学概論

ねらい

　医学は、自然科学の知識に加えて、人間の生老病死という人間存在の本質に関わる側面や人間対人間という倫理的な側面

が関係する難しい分野である。そして産業医学は、予防医学、環境医学、社会医学という性格を持ち、幅広い視野を必要とする。

医学生がそうした医学・産業医学を学び、将来医師となって出会うのは、自分たちとは生活文化の異なる患者や働く人びとの

抱える、答えがすぐには出ないような難しい問題である。哲学概論ではそうした答えの出にくい問題に向き合い、考え抜く手がかり　　

と基礎体力を身につけ、学生自身が「哲学する」ための基礎となる考え方や方法を学ぶ。

　講義では、医学との関連や身近な具体例などを取り入れつつ、哲学の諸問題について学生とともに考えていきたい。

学修目標

１． 哲学するとはどういうことかを自分の言葉で説明できる。（Ⅰ-4,Ⅰ-5）

２． 自分自身の前提としている立場や考えについて問い直し、必要があればそれを変容させることができる。（Ⅰ-4,Ⅰ-5,Ⅵ-1）

３． 自然科学が前提としている考え方や科学の方法について理解できる。（Ⅰ-3,Ⅳ-8）

４． 自己と他者、身体性、個人と社会、倫理にかかわる問題を理解し、人間や社会について考えを深めることができる。（Ⅰ-1,Ⅵ-1）

５． 自分自身の体験を掘り下げ、倫理と人間の尊厳性に対する認識を持つことができる。（Ⅰ-1,Ⅰ-4, Ⅵ-1）

１． シラバスに記載されている項目について、参考書などで事前に予習しておく。

２． 配布された資料を振り返り、講義内容の復習する。

成績評価方法・基準

１． 科目試験（2回）60％、講義レポート（12回）30％、出席状況や受講態度等10％を基に総合的に評価する。

２． 100点換算で60点以上を合格とし、A、B、C、D、Fの5段階評価とする。

○ 教　科　書

○ 参　考　書

トマス・ネーゲル「哲学ってどんなこと？：とっても短い哲学入門」1993年　昭和堂

岩崎武雄「哲学のすすめ」1966年　講談社

苫野一徳「はじめての哲学的思考」2017年　筑摩書房

ジョン・R・サール、山本貴光・吉川浩満訳「MiND - 心の哲学」2018年　筑摩書房

加藤尚武「現代倫理学入門」1997年　講談社

その他については、講義内で適宜提示する。

　　 講義：２２０１講義室

第１層 第２層 第３層 第４層

R7.4.10 木 1 哲学とは何か（１）：哲学とはどのような学問か PR 03 01 01 樫本　直樹

4.10 木 2 哲学とは何か（２）　　　　　　　　　　　 　　 講義レポート① PR 03 01 01 樫本　直樹

4.17 木 1 哲学とは何か（３） PR 03 01 01 樫本　直樹

4.17 木 2 哲学とは何か（４） PR 03 01 01 樫本　直樹

とくに指定しない。

【Philosophy】
担当責任者　准教授 （哲学概論）　樫本　直樹

事前事後学習の方法

担　　当　　者年月日 曜日 時限 授　　　業　　　項　　　目　　（　内　　容　）
コアカリ項目

　　 講義：２２０１講義室

第１層 第２層 第３層 第４層

R7.4.7 月 3･4
オリエンテーション
小レポート

PR
GE
GE
LL
RE
RE

01-03
01

03,04
01,02

01
03

02,03,05

01,02
01

種田　博之

4.11 金 3･4
講義：人間関係論とはどのような学問か？
小レポート

GE
GE
CM
SO

01
03,04
01-03
04,06

02,03,05

種田　博之

4.14 月 3～5
実習：私たちはどのように見られているか？
実習レポート

RE
CM

01,03
01-03

種田　博之

4.21 月 3～5
実習：私たちはメッセージをどのように読み取っている
のか？　実習レポート

RE
CM

01,03
01-03

種田　博之

4.25 金 3･4
講義：私たちは「現実」をどのように見ているのか？①
小レポート

GE
GE
CM
SO

01
03,04
01-03
04,06

02,03,05

種田　博之

5.2 金 3・4
講義：私たちは「現実」をどのように見ているのか？②
小レポート

GE
GE
CM
SO

01
03,04
01-03
04,06

02,03,05

種田　博之

5.9 金 1～4
実習：説明するということはどういうことか？
実習レポート

RE
CM

01,03
01-03

種田　博之

5.12 月 3・4
講義：「意味」の希求
小レポート

GE
GE
CM
SO

01
03,04
01-03
04,06

02,03,05

種田　博之

5.15 木 5･6
講義：小まとめ
理解度チェックのための小テスト

GE
GE
CM
SO

01
03,04
01-03
04,06

02,03,05

種田　博之

5.19 月 5～7
実習：演技
実習レポート

RE
CM

01,03
01-03

種田　博之

5.29 木 5･6
講義：私はいかにして「私」となっているか？①
小レポート

GE
GE
CM
SO

01
03,04
01-03
04,06

02,03,05

種田　博之

6.5 木 5･6
講義：私はいかにして「私」となっているか？②
小レポート

GE
GE
CM
SO

01
03,04
01-03
04,06

02,03,05

種田　博之

6.20 金 3･4
講義：コミュニケーションをめぐる誤解
小レポート

GE
GE
CM
SO

01
03,04
01-03
04,06

02,03,05

種田　博之

6.27 金 1･2
講義：コミュニケーションプロセスモデル
小レポート

GE
GE
CM
SO

01
03,04
01-03
04,06

02,03,05

種田　博之

7.4 金 1･2
講義：コミュニケーションにおけるコンテキスト
小レポート

GE
GE
CM
SO

01
03,04
01-03
04,06

02,03,05

種田　博之

7.18 金 1
講義：小まとめ
理解度チェックのための小テスト

GE
GE
CM
SO

01
03,04
01-03
04,06

02,03,05

種田　博之

9.12 金 5～8
グループワーク報告会
グループワークレポート

LL
RE
IP

02
04

01,02

01
01 種田　博之

担　　当　　者年月日 曜日 時限 授　　　業　　　項　　　目　　（　内　　容　）
コアカリ項目
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